
令和３年度 飼料用米等の複数年契約助成の交付要件等（産地交付金追加配分） 

対象作物 飼料用米・米粉用米 

単  価 １２，０００円／１０ａ 

内  容 
需要者との複数年契約(３年以上)に基づき，飼料用米・米粉用米を作付けす

る取組を支援 

要 件 

対象者 

要 件 

１ 水田活用の直接支払交付の交付申請をしていること。 

２ 需要者側への出荷・販売を目的に，以下の要件を満たす３年以上の複数

年契約に基づき，対象作物の生産する販売農家又は集落営農であること。

≪複数年契約の要件≫ 

① 生産者側(生産者又は生産者団体)と需要者側(需要者又は需要者団

体)の契約であること。 【例】生産者と JA の契約 

② 複数年契約期間中の契約数量が維持又は増加するものであること。 

③ 令和２年産から新たに結んだ令和４年産までの３年分又は令和３年産

から新たに結んだ令和５年産までの３年分を含む契約であること 

④ 販売契約書に各年産米の契約数量と契約価格が記載されており，契

約不履行に対する違約条項があること。 

取 組 

要 件 

３ 次の①～⑪のいずれかに取り組むこと。 

① 多収品種の導入 

② 排水対策（明暗きょ排水の整備，心土破砕） 

③ 土づくり（堆肥の施用，ケイ酸質資材の施用） 

④ 育苗・移植作業の省力化(直播栽培，乳苗移植，プール育苗，密苗栽

培，疎植栽培) 

⑤ 肥料の低コスト化，省力化（土壌分析・生育診断を踏まえた施肥，流し

込み施肥，側条施肥)  

⑥ 農薬の低コスト化，省力化(種子の温湯消毒，農薬の苗箱播種同時処

理，農薬の田植同時処理，共同防除) 

⑦ 担い手(認定農業者，認定新規就農者，集落営農，人・農地プランの中

心経営体，農地中間管理機構の借受者のいずれかであること) 

⑧ 団地化(ア～オのいずれかの条件を満たす，一連の農作業に支障が生

じない２筆以上の水田であること) 

≪団地化の要件≫ 

ア 畦畔で接続 

イ 農道又は水路等を挟んで隣接 

ウ 一隅で接続                裏面「団地化イメージ図」参照 

エ 段状に接続 

オ 耕作者の宅地を挟んで隣接 

⑨ 施設・機械の共同利用(乾燥調製施設，作業機械等の共同利用) 

⑩ 収穫・流通体制の改善(フレコン・バラ出荷，オペレータやコントラクタ等

への作業委託) 

⑪ 地域内流通(交付申請者と同じ市町の需要者への出荷) 

別 紙 



≪参考≫ 

【団地化イメージ図】 
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